
野　営　基　準

昭和４１年

ボーイスカウト日本連盟



ｌ

普

　出発までに

1.野営のためのー雑………………………

2.スカウ

4.

10.

l.

４
″
Ｄ

１

次

１

3.野営と成人指導者
２

e
l
　
C
9S.家庭その他「掲係者への通帽（第１●）･･･………

6.傭晶、携行晶の調達、整蟻……………………………………………………４

7.運輸．

9.プｐ

8.献立……………………………………………… ・６

６

Ｕ　野営堵にて

2.便所，

3.炊事場，
7 1 1

6.　蛤喩と衛生･･･…………………………………………………

7.日課、

12

　8.まわりの

Ｉ　搬　　営

S.　班長会議

1.撤収の前回………………………

4.野責具の疸理、植昨．

･15

‥‥‥‥‥‥‥‥16

･16

16

６

‥‥‥‥‥16

2.当　日･･･…………………………･･………………………………

　3.最後に…………………………………－－…………………

Ⅳ　帰・てから

ノート……………………………………………………………………………16

2.　記　録………………………………………………………………

S.　礼　状……………………………………………………………………………1



　　　　　　　　　　　　野　営　基　準

　スカウト野営の基本は少年隊の夏季野営（長期、固定）である．室内集金、ハ

イキングでの各種の作業、１泊野営の生活等はすべて夏季野営を目ざす準傭鋼練

であり、年長隊の移動野営、勤労野営、ローパースカウトの遍歴等はこの基本を

充分身につけた後さらに高く、広く進展させ応用したものといえる．

　この小舞子は少年隊夏季野営に関し、必らず守らねばならない事柄を要約した

むので、そのすべてを詳しく述べたものではない．野営に参画する指導者はもと

より、班長諸君も自分の役目を果たすために、この野営基準をよく研究し、体験

を重ねて、情況に遮した応用と補足によって、さらに一そう自分達の野営を充実

向上させるよう心がけていただきたい．

Ｉ　出発までに

１．野営のための訓練

　（11　指　導　者

　　　長期野営の責任者となるには野営訓練を受け、相当な経験をもっていなけ

　　ればならない．地区、県遵、日連が行なう訓練に進んで参加して研究にっと

　　めるとともに、経験豊かな指導者の主宰する野営に参加して実習する．ある

　　いは、先輩指導者の経験談を聞いたり、参考書なども読み、さらにスカウト

　　遣とともにｈ白野営の体験を重ねながら、進歩をはかる等いろんな方法で白

　　分の能力を高めて行くのは指導者の義務といえる．

　（2）スカウト

　　　スカウトに対する野営のための訓練は入隊したその日から始まる．

　　　夏季野営に参加するスカウトは少なくとも次の点について、出発までに訓

　　練を修了していなければならない．

　　①一番手初めは、初縁および２縁課目の健康安全、救急法、結常法は時間

　　　の許す限り繰り返し練習し、程度を高め熟達させる.

　　②　次のことは冬の間に、隊集会やハイキングで、ゲーム、競技、実習作業

　　　として訓練プログラムに組み入れる．

　　　０炊事と食器洗い　○寝床作り（グラウンドシーツ、敷わら、毛布などの

　　　　正しい使い方）○テントの張り方、たヽみ方　○代表的な野営工作　○

　　　　傭人携行品、その使用法　○リュックサックのつめ方、背おい方　○荷

　　　　物の荷作り法

　　③　１泊野営で次の実習を重ねる．

　　　　０テント内および寝具の乾燥

　　　　○身体の清潔、焼身

　　　　　　　　　　　　　　　　－１－



　　　○ねまきの必要性

　　　○ゴミ、汚水の処置

　　　○便所の作り方と使い方

　(3)鋼線の方法と順序

　　　(Xxixl)はつまり予備訓練である．その進度にとらわれ過ぎないようにする．

　　一と通りできたら実際の野営、１泊野営をできるだけ何回も行なって体験を

　　積むようにする.どんなに少なくとも､隊長などと班長(次長を含むこともある)

　　全員で行なう訓練野営１回、スカウト全部が参加する隊一泊野営(特別の粂

　　件が揃えば班野営)２回、できれば３回を夏季野営の前に実施する．もしこ

　　れだけの訓練を経験しないスカウト違が多数夏季野営に参加すれば、おそら

　　く夏季野営にふさわしいプログラムは実権不能となり、テントを張っただけ

　　のキャンプ村になってしまう．

２．スカウト野営のたてまえ

　　スカウト野営は単なるレクリエーション、衆しい休日以上のものである．Ｂ

　　－Ｐ榔次のことばを忘れないようにしよう．

　　　“スカウト野営は隊長にとりて、真のスカウティングを実際にスカウト違

　に行なわせる絶好の機会である．スカウトの訓練という立場からすると、大規

　模の野営はよろしくない．理想的なスカウト野営は万事が、終始、班制のもと

　に運営され、各班は別箇の単位であり、それぞれの領域をもち、班毎に炊事を

　し、他に頼らない゛．

３．野営と成人指導者

　　スカウト野営、特に長期野営では同行の成人指導者は隊長１人だけというこ

　とは許されない．繭長、団委員、ローバースカウト、隊の先輩、父兄等の中か

　ら協力者を得て、少なくとも１名、標準としては２名以上の成人を隊長以外に

　必要とする．この場合、隊長は野営全体の管理と訓練や作粛の実施に専念し、

　他の歳入指導者は次のような責務を分担する．

　　　倉庫係　食料および備品、用具の調達、保管、配給、倉庫テントの管理．

　　　保健係　野営地全般の衛生の保持、危険防止．特に便所、炊事場、水汲み

　　　　　　　場洗濯場などの管理およぴ水泳の安全確保．

　　なお、隊長が救急法の熟達者でないときは適任の成人が１人加わらなければ

　ならない．

４．野　営　地

　　達くへ出かけるほど、費用は高くなるが、夏季野営はできるだけ、平常の街

　や近郊とは違った大自然の中で行ないたい．署名な観光地や海水浴場は避ける．

　　野霊地の条件は次のことを基本とする.

　(1)水：飲料用、洗浄用とも充分の量が得られること．水道でない限り水質を

　　　　　　　　　　　　　　　　　－２－



　　痩査する.流水では上流の環境や農薬の混入に注意し､また下流でその流水を

　　利用する人達への配慮を忘れないこと．

　｛2、上地：排水か良いこと.

　13･環境：陽当りの良いこと．強風が直接当らないことが望ましい．ゲームや

　　作業をするのに適した広場や､できれば水浴場があること．

　141　燃料：適当なたき木が得られること（買うにしても、採集するにしても）．

　　工作材料としても必要である.

　15S　食料：なるべく新鮮なものが現地の近くで調達できることが望しい.

　16j　有害動植物：蚊、ぷよ、ハエなどが多くいないところ、害虫、まむしなど

　　　　　　　　　のいないところ．

　（7）交通：物資の輸送になるべく便利のよいところ．　　　　　．

　　野営予定地は、必らず事前に現地視察を行なう．自分の目で確かめる．達く

　はなれた所にいて、人づての情報から適否を判断してはならない．できれば班

　長会議のメンバーととむにそこで１泊野営を試みるのが最も良い．

　　現地視察では次のことに注意する．

　（1）最悪の天候のときの野営地を予想して、すべての条件の適否を決める.

　12｝上地の役場の係の人､近くの農家の八専にあって話を聞く.伝染病､害虫（蚊

　　ぶよ、まむしなど）の有無、運搬や食料調遠の便、時によってはそれらの予

　　約について確かめる．自分達と同じ時に、他の人達が同じ土地を使うことに

　　なっていないことも確かめる.

　43｝商店、医院、郵便局、電報電話の便、警察署、消防署、役場等の所在を確

　　かめ、警察署、消防署には事前に連絡をしておく.

　14）できればその土地か、近くに住んでいるスカウト指導者に予定地について

　　意見を聞く．土地の状況は、その土地の人が一番よく知っている.

　15）見取図を作る．写真も利用できる．

　（6）国上地理院発行の地形図を参照して、ワイドゲーム、ハイキングの可能性

　　を調べる．土地には必らず所有者がある．事前に使用許可を得ることを忘れ

　　てはならない．またその土地の県連盟には所属の地区、県連盟を通して連絡

　　しておくことは、何らかの助力を求める､求めないにかかわらず必要である．

５．家庭その他関係者への通報（第１回）

　　野宮地が決ったらすぐに次のことをスカウトの家竃､学校およぴ自分の地区委

　具合へ通報する．

　　０場所　○日程　○スカウトの携行品　○費用（はっきりした金額をこの時

　　　に決められない場合概算額で少し余祐をもたせ､後で精算してかえすことに

　　　する．足りなくなって、追加徴収することは喜ばれない．団会談を経て団

　　　委員会とよく相談することが必要）Ｏ指導責任者および同行指導者．

　　　　　　　　　　　　　　　　－３－



　　家庭への通知には、スカウトの参加申込み、健康状態の申告、両親の参加承

　誌の用紙を同封する．学校によっては、学校長の許可を得なければならないと

　ころもあるから、その場合は許可願いを出すこと．

６．備品、携行品の調達、整備　　あど.まっ

　　いつから始めるのがよいか.物の後始末とは次に使う時のための用意である．

　－そなえよつねに一夏の野営がすめば、すぐー切の備品、テントからしやもじ

　にいたるまで点検し手入れする．修理の必要なもの、補充すべきものを別にし

　て整頓、格納する．追加、補充、新調と修理はおそくとも冬の間（２月末まで）

　にやっておく.野外活動が比較的少なくなる冬はどれらの作業に最も適している．

　以上のことは隊備品だけではなく個人の野営用具についても同じである．食器

　袋、糸、針ケース、できれば寝袋、―入用テントの製作は冬のよい作業となる．

　　テントの調達は一番お金がかヽる．始めのうちは他から借りて間に合わせる

　のもよいが、次第に自分のテントを調達して、最後には各班に１組ずつ専用の

　テント（そして炊事具、工具、一切の野営具）が揃うよう、団委員会も隊の全

　員も努力する．

　　指導者はスカウト違と異なった時間割で行動しなければならないことがある．

　従って、スカウト違と同じテントに起居することはお互いに迷惑となる．どん

　な型、大きさでもよいから、とにかく別のテントを用いるぺきである.

　（1）スカウト携行品

　　○制服（正しく記章をつけて）　　　　○はき替え（運動靴、ぞうり等）

　　○着替え（下着、靴下）　　　　　　　○洗面具（歯みがき、歯ブラシ、石

　　○作業衣（上衣、ズボン）　　　　　　　けん、くし、タオル２本）

　　○雨具（レインコートまたはポンチ・）○ハンカチ、はな紙（少し多い目に）

　　○防寒衣（スエーター、ジャンパー）　○食器（皿、わん、コップ、スブー

　　○毛布　　　　　　　　　　　　　　　　ン、フォーク、箸、ふきん）

　　○ねまき　　　　　　　　　　　　　　○靴手入れ具

　　○水泳パンツ　　　　　　　　　　　　○その他特に指示されたもの（手旗、

　　○修理具（糸、針、ボタン等）　　　　　地図、磁石、水筒）

　　○作業具（軍手､ナイフ、ロープ、小　　○其他各自任意のもの（持薬、楽器、

　　　シャベル、懐中電燈またはランタ　　　カメラ､採集用具、参考書、時計）

　　　ン、ろうそく、７ッチ、笛、筆記　　○歌集、スカウト手帳、ポケットブ

　　　具１入用救急用品）　　　　　　　　　ック．

　　　以上のすべてをリュックサック、ハバサックなどに、小袋に分類して詰め

　　る．どんな小さなものにも名前を書き入れておく.

　（2）指導者携行品（スカウト携行品のほかに）

－４－



　○ランタンとろうそく　　　　　　　　○参考書（歌集、ゲーム集、星座図

　○強力な携帯電燈、予備電池　　　　　　等）

　Ｏ野営参加承認綴（健康記録）　　　　○通信用品（用蔓、封筒、切手、住

　○時計（できれば目覚時計）　　　　　　所録）

（3）テ　ン　ト（杭、ロープ、木槌等付属品とも）

　○指導者用（入数分）　　　　　　　　○・－キー（1）

　○班用（各班ごとに）　　　　　　　　○フライシート（各テントに付属す

　○休養テント（1）　　　　　　　　　　るものとは別に、本部と各班にひ

　○倉庫テント（1）　　　　　　　　　　とつずつ）

（4）工具（各班ごとに、たヽ゛し野霊地の状況によっては一部の工具は隊に備えつ

　け共用とすることができる．）と材料

　○ショベル　　　　　　　　　　　　　○鋸（山鋸と竹筒）

　○斧または蛇　　　　　　　　　　　　○かけ気

　○かま（あまく薄刃でないもの）　　　○油引

　○砥石（白砥、金剛砥）　　　　　　○針金（10番と18番位）

　○金づち　　　　　　　　　　　　　　　○ペンチ

　○釘　　　　　　　　　　　　　　　　　○補充用ロープ

　○くわ　　　　　　　　　　　　　　　　○テント補修具

（5）炊事具（本部用と各班に１組ずつ）

　○深なべ（2）○やかん（1）○フライパン（1）○時として飯童（１～２）

　○バケツ、できれば壷他2）○水ひしやく（１～２）○汁しやくし（1）

　○飯しやもじ（1）○庖丁（1）○まな板（1）○ボール（大小各１）、

　○たわし（1）○ざる（1）○洗剤（若干）　○ポリエチレン・シート、

　○袋（若干）　○缶切り、栓ぬき　○防水マッチ入れ

（6）救急箱（個入用のほかに隊用として）

　　箱の内側に内容の一覧表とその使い方の要点を書いたものをはりつける．

　ガーゼ､喫.脂綿､包帯は何個かに小分けしてポリエチレン袋に入れ、さらに大

　袋にまとめる．小さな携帯電燈を一番取り出しやすい所に入れておく．

　０ガーゼ（大、中、小に切りそろえ、滅菌したもの）、０脱脂綿、○包帯、

　○三角布、○絆創膏、○油紙、○リント布､○リパノール液､○マーキ・ロク

　ローム、○チンク油、○ピンセット、○はさみ、綿棒、○体温計、創傷用軟

　膏、○消毒用アルコール、○アンモニア水、○緩下剤、○風邪薬、○鎮痛剤

　○腎腸薬

（7）衛生薬品、手洗い用消毒薬、便所消毒薬、防虫剤

（8）教　　　材

　○掲示板　○携帯黒板　○チ・－ク　○黒板ふき　○石膏　○カーボン紙

　　　　　　　　　　　　　　　　－５－



　　○画用紙　０９ジ･ソクインク　OSﾐ1半紙　○幔這紙　0 1J’眼紙　○セロ争－

　　プ　○紙色テープ　○ロープ　○滑車　○廓ひも　○麻糸と帆布針　○地RI

　　O鎚石　○巻尺　○分度器　ｏコムパ叉　○荷札　Ｏｆ=．スポール　○ド、

　　ジボー･ル　011気ポンプ　○日誌、報告書用紙　○国旗　○隊旗　○班掬

７．運輸ご交通

　　おそくとも、出発１か月前Iﾆ、鉄道、パス等lﾆついて、コー久、時間．運賃

　を銅壷して、予約、割引の如参をすま噸る．学割を早目に入手しておくこと、

　Ｆ車地.aと野営地間の距離によってrl、この間の荷物運搬のため、トラ・ク、

　荷車等を手配Ｌておかねばならない．

　　現地調査の結果をよく･‘】用する、大きな荷物は旱（か４、相当な時間の余祐

　を莞こんで、鉄道梗、トラー･､ク鯉で遜･1でおくとよい．荷遣りほし･っかり、強

　く．こわれ物や濡れてはならないものは特1ﾆ慎重に処置する.

　　-一番大切なのは間際まで放･5でおいて慌てることのないよう、すべてlf･めに

　手配をすませることである．

８．献　　　立

　　野営全期間ﾀﾞ1食事について、献立と所要食料の謐目表は事前に決定しておく．

　叉カウ｝遠にとヽて．冬の間カjl練か正しく、みｰｺちlj行なわれていたなぶ､ば、

　１週間分の敵立を作るのは痢な作業である．

　　献立の変化　　あきぬよ弓、また栄雙的に傷よりや不足かないよう材料に変

　化をもたせることはもちろん必要であるが、調理法も変化に富んだものとした

　.･.毎日朝夕．ご･､た煮ぱか･lでは貪欲も滅る．焼き物、いため物、工夫すれ

　ぱE2－Xトもできる．たとえ缶詰を材料に健一1ても、調理の仕方と工夫によ･っ

　ては、生のものを使うよりも、美味で安上りの料理ができ上る．

　　上級のスカウトには、ニの野雪中に、自分の食事を‘蕃具なし’で作-jで見

　る機会を与えてやる．

　　献立は融通がきくよぅ組んでおかねばならない．非常な悪天銚、現地銅遠の

　手違い、プａグラムの変更等の場合、これlﾆ即応して献立を変吏しなければな

　らない．

　　非常の時や．急を要する時はインＸタント食晶も役に立つ．しかしなるべく

　は、時間をかけた手料理が好ましいことは平素の家庭生活と同1ﾆである．特に

　スカウトの野奮では、食べるだけではなく、作ることにも大きな意義があるこ

　とを忘れてはならない．

９．プログラム

　ー番重饗なことは、“野奮全期間の毎日について作業活動がずっかI）、出発

　前1こ計面きれている“ことである．たヽ･し、適当な’自幽時間‘を設けて自発
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活動を奨励することも忘れてはならない．

　プログラムは、全面的に叉カウト違の実習と進歩、（特に野外でないとでき

ないような考査黒目）の機会となるよう組立てるべきで、この野営に参加した

ら、すべての参加者が少なとも１歩（１課目、１進級、１技能章）進歩するこ

とをねらいとする．野営地から、１級考査のためのハイキングに出かけるのは

スカウトにとって誠に好都合といえる．また、平素は隊でやれないこと（水泳、

大斧の使い方、開拓作業等）がうまく選ばれた野営地なら存分に東しめる．

　スカウト違はスカウティングをやりたがっている･のらくら、ぷらぷらを欲

しているのではない．野営全体を真のスカウト活動で充満させよう．

　各班が丸一日、班独白のプランで活動できる日もつくる．またスカウトが単

独、あるいは仲間数人と一しょに、自分の課題をもぅて、探素に出かけるのを

許すこともある．

　雨の日はどうするか．代替えのプログラムを常に考えておく．

　さて、プログラムができたら、そのために必要な用具のリストを作り、調達

する．そして必らず野営地までもって行く．

夏期野営標準日課表

6.00　　起床、洗面

　　　　　朝食、後片付け、

　　　　　清掃、整頓、乾燥

0
0
1
5
4
5

　
・
　
●
　
畠

８
８
1
1

１

３

５

30

30

00

　　７．加

　　●．加

　　９．薗

　　９．加

１日ハイク、

　点検、講簾、刺札＝国旗掲揚

　午前の作業

　作業終了

　昼食、静粛時間（自由時間）

　午後の作業

　休憩（おやつ）

　作業終了

　国旗降納

　夕食、班作業

　営　火

　営火終了

　就　寝

　隋　燈

１泊ハイク、ワイドゲーム、夜間作業等が行なわれる時はこの

日課衰と異った時間割となる．夜間作業のため就寝が遁くなった翌朝は起床時
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　間を適宜おそくするなどの配慮も必要である。

　　消燈時刻以後起床時刻までの静囃はきびしく守､;､せる。

10.決定通知

　　スカウトの父兄および関係先に、出発２週間前に次のことを通知する。

　○野霊地の連絡宛名　○集合地、出発時刻　○携行食料　○帰着予定日時

　○父兄訪問日　○その他の諸注意

Ｈ野営堵にて

１．配　　　　置

　　配Ｉ計画は現地調査の結果から既に決りているが､その後の変化もあるから、

　現地についたらすぐ、短時間で、隊長と班長全部が野営場内をまわって実際の

　配置を打合せ決定する。配置を決める上で、気をつけねばならないことは下記

　の通りである。

　①班は独立した別々のサイトをもつ。近づき過ぎないよう、できればお互い

　　に見えない場所がよい。

　②指導者のテント、掲示板、国旗掲揚柱は全休のはヽ･中央にする。

　③各班は自分のテントの近くに班毎に炊事場をもつ、４ｍ平方くらいは必要。

　④　便所はすべての施設の風下に作る。どの班からもなるべく同じ位の距離の

　所に、遭くても100m以内とする。夜間は燈火標識をつけるとよい。

⑤倉庫テント、休養テントは指導者テントの近くの日かげに股ける｡

⑤　ゴミ焼場は風下につくる｡

（Z〉水汲み場はなるべく近くに。

設営の分担は次の通りにする。

①各班はそれぞれ自分達のテントを、指導者は自分達のテントと休養テント

　をはる。

②各班は次の作業を分担する．

　　ａ　便所を槽り、目かくしを設ける。

　　♭　隊用ゴミ穴と焼却がまを作る．

　　ｃ　水汲み場、洗い場の整偏、国旗掲揚柱をたてる．

　　ｄ　倉庫テントをたて、担当指導者（倉庫係）の指図によって品物をテント

　　内に収める｡

③指導者達は各班の仕事を見てまわり、助言や指導を与える｡

④②の仕事が全部終ったら、班全員で荷物をテントに入れて整理し、薪集め、

　　班の炊事場作りにとりかヽる．

２．便所、手洗い所

　　衛生的で使い易い便所を設けるのは野営で最も大切なことである．衛生上最
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　もよいのは巾の挾い溝を握り、使用するたびに、握りあげたＬで充分覆ってし

　まう方法である．目かくしは古シート等で作り、下部は30CII位地面から離し、

　全体の高さを1.8m位とする．落し紙は蓋のついた櫓か缶に入れて溝の近くに、

　握りあげた土の所には小シャベルをおく．手洗い水、タオルは、かこいの外側

　に備えつける．溝の大きさは、

　　　　　　長さ　　６ ０ｃｍ

　　　　　　巾　　　２ ５ｃｍ

　　　　　　深さ　　６ ０ｃｍ

　この溝１つで、８人のスカウトが４日間使える．これ以上になると埋め戻して、

　新しいのを作る．この型の便所はうまく使えぱ､臭いもしない.臭いがするのは使

　い方がわるく、用をたした後を充分に土で覆っておかないからである．小便所

　は別に作る．小さな穴を握り、小石を敷きならべて溝で流し出すようにするか

　30㎝×60c･×深さ60c･の穴を場り、穴の中に杉菓などを押し込んでおく、便所

　の夜間照明、燈火標識を工夫するとよい．便所の位置は水源に影響を及ぼさな

　いようよく考えて決めなければならない．ときどき消毒薦を散布する．

　　手洗い所の近くの地面は泥沼にならないよう、排水を良くする.捨てられた水

　は、足許に溜らず、離れた所にある下水溜へ流れ去るように工夫する．手洗い

　所の水はいつも充分あるように、また不潔にならないように注意する．

３．炊事場、食堂

　ｏかまど　　大きすぎても、小さすぎても能率がわるい．穴を握らねば火が巻

　　えないということはない．火床が低いと、苦しい姿勢になる．高すぎると危

　　険である．なべの底が腺の高さ位にくるのが一番よい．火の用心、立木を傷

　　めぬ配慮も大切．雨が火床に降りこまないよう雨覆いの工夫をする。

　Ｏ薪おきば　　たきつけ、細か枝､太い丸太を分類して、積み重ねる．崩れて、

　　散らばらないよう長い杭を立てて整理する、かまどと同様に雨覆いが必要で

　　ある．

　　　木炭は便利な燃料である．ただ、どこでも手に入るとは限らないし、高価

　　である．また、七輪かこれに讐る何かヽ゛いる．

　　大切な注意　　換気ができるよう、いいかえれば内で火をたいてもよいよう

　　紬めから考えて作ってあるテント以外の、普通のテント内では夏冬にかヽわ

　　らず、木炭をたいてはならない．ガス中毒の危険がある．

　０汚水穴　　炊具や食器を洗った水は必らず汚水穴に捨てる．大きなバケツ位

　　の穴を握り菱をつける.蓋から10s位下に､ごみ受けをつける.ごみ受けは竹か

　　木の枝で作った骨岨に草などをならべ敷いたもので、上から流しこんだ汚水

　　の中の脂肪分や野菜屑を受けとめ、水だけを下へ落す役目をする．ごみ受け

　　は日に２度位新しいものと取かえる．古いのは完全に燃やしてしまう．
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　○ごみ焼き　　どうしても出てくる野粟屑のような一介も焼き捨てるめが･一番

　　衛生的である．乾燥すればジャが芋の!lもエンドウのさやもきれいに燃え切

　　･2てしまうものである．缶詰の空缶は燃えはしないがやは’j焼いてから平に

　　つぷＬて埋めるものである．

　０フライシート　　炊事場と食堂には雨と強い喝を遭けるために、フライをは

　　る．

　０その外必要な工作物　　なぺ、やかんを吊るための小道具、食卓、興趣台、

　　食器炊具の轜.手捷い台、タオル掛け､jjうき、食料保管の工夫、その他．

４、１　　　事

　　スカウトの野営は’不便をＬのぷ“訓練や．豚のよ弓な生活をするために行

　なうものではない．時間をキチンと守ること、食前の感●、食事の作法は、指

　導者が手本を示し．当然のこととして戈力り｝途に実践させる．定めぶ､れた時

　問の少し前に、班の全員は食卓につく．食事中、勝手に盛りつけのため立った

　lj坐ったりせずにすむよ弓輪番の給仕ｉ番に世話Ｌてもらう．隊長、痢差等は

　各瑳を１次訪問して、スカウト達と一しょに食事するのがよい．

５．貪車テント

　　食料の各班への配給は一定の時間に行なう．そ･5しないと．た.‘でさえ忙し

　い倉車偏は皆の召使いになぅてしまい、會寒は無料スーパー・ツーケ･･Ｈこな

　’1てしまう．

　　會廟係は食料の調達、配給のllかに貯蔵、保管の大任をもりている．テント

　内に１匹の･ヽヱもいないようにすること．すべ1:の食料は、垂付きの袖または

　缶に入･5ているか．完全な覆いで保繩されていなけれぱな４ないし、これらの

　容器は直接地面の上には絶体に置いてはならない．肉腫、乍乳のよ･5ないたみ

　やすいものは、冷たい風通しのよい所に（あるいは、その粂件を作り出して）、

　保管する．以上すべて、會車偏の責任である．ポリエチレンやビｚ一ルの襲、

　シートは何かと役に立つ．また通気性のある寒冷紗のような右も用意したい．

６．健康と衛生

　　よく考えて作りた、ごみ焼がま、汚水穴および便所を正Ｌい方法で使うこと

　と、すみずみまで清潔な野営地が衛生を確保し、傭康を増進させる．

　０　ごみ、屑はすべて焼き捨てる．燃えないものだけを蝿める．

　０　身体を清潔にする習慣も指導者の示す手本が大きい役目をも、ている．

　　隊長途が毎日．身体を涜ったり、ふいたりしているのを見れぱ、スカウトも

　　それにならうよ･5になる．毎朝の点検、講評で歯、手足および身体全般の涜

　　潔を強調したい．健康状況衰をつくり、点検のときに記入するとよい．

　０新郷な空気は畳も夜も必要である．銃座後もテン｝内の換気には充分注意Ｌ

　　なければならない．

　０　陽光は健康によいが馴れぬ間に当りすぎると審がある．日中は曾筋と屑
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　　は直射日光にさらさないよう何かで覆っておく。ストッキングはぬいだ方がよ

　　いが、はだしはｔ険なので止めさせる。砂地や草地では固い靴でなくとも、

　　サンダルかぞうりをはかせる。

　ｏ　スカウティング・フォア・ボーイズの第18、19章に基いて、数回の講話を

　　与えるのもよい。

　〇　新鮮な果物や野菜をできるだけ多くとる。

　○　便秘のようなちょっとしたことは野霊地で処置してもよいが、少しでも疑

　　わいヽ病気は医師に見せるぺきで、冒険を試みてはならない。けがは小さな

　　ものでも、必ず報告させる。

７．日課、作業

　　出発までに充分検討の上、プログラムをしっかり組立ててあれば、全野言地

　　に活発なスカウト作業を展開するのはやさしいことである。

　○　班長金銀は毎日、定時に開き予定を確認し、実施方法、作業分担を打合わ

　　せる。隊の運営がすべて班長途で行なわれることは平常と同じであるが、余

　　りにたびたびちょりとしたことを伝えるのにも゛班長集れ騨の笛を無計画に

　　吹くのは指導者の側の阜偏不足といえる。班長には、隊の仕事とともに班の

　　運営という仕事があるのを忘れぬようしたい。

　０　スカウト遠の不平、不満の種を早く見つけて、これが野奮全休の空気に彰

　　●する前に処理するよう努める。

　ｏ　水泳　　水泳における注意はスカウト、指導者とも厳格に守らなければな

　　らない。許可を受けずに泳いだり水泳規則を守らぬスカウトは帰宅を命じら

　　れることになることを、スカウト遠にも、父兄にも充分知らせておく。

①
②
③

④
⑤
⑤
⑦
⑧
⑨

身体の興子がわるい者は参加させない。

水泳に熟練し、溺者救助の心得がある大人が必らず付Ｓう。

水泳区域を決める。初心者、熟練者用に分ける。区域外へは絶体に出な

１ゝ●

　各区域ごとに年長の・視者をおく．その手許に救難用具を偏える．

　スカウトを能力別に組分けする．（泳げぬもの、初心者、熟練者）

　２人の組（パディ）を作り、常にお互いに確・しあいながら行動させる．

　全体の責任者を定めておぐ．

　規則は他の作業の時よりもきぴしくする．

　付集い者､監視者､責任者はスカウト違と一しょに泳いだり、あそんだり

してはならない．

　人命に関する要心はいくらしても、やり過ぎにはならない．

０　刃物　　初級スカウトに斧、鈍を使わせない．

－13－



ｏ　点検　　班ご!:に､正Ｌ（制服をつけ､野営地内のすぺてのものを整帳して

　毎朝の.き検を受ける．野営申は略装、略式がゆるされ．のびのびと自然の申

　で活動することができるか、.嘸検の時;j.すべて正式に嫌抱に取機かう．点

　検を始める５分前を信号で匍らせるとよい．抜き打点検は行なわない．

　　点検は評価のためのものでフラ探しで;;1ない、野営の規律、安全．衛生を

　確保し、スカウトの進歩をほげます予がかりとして行なうものである．

　　点検要点は次の通りである．日によ･］で、また状況に応じて重点をかえる．

　①　服装（清潔、著こなし）

　②　健康状態｛歯、手ｔ暇．頭髪等の漬濠、舌の色、1●眠．便通．疲労l

　③　持ちもの（を一物、不許可a1.手入れのよＬ悪し、整理の仕剤

　④　乾燥〔１布、寝純．敷わら．シート．その他〕

　⑤　テント｛ランチーの鋼鰯、内部の乾燥、汚損の有無｝

　⑤　かまど．薪おきば．流し穴、貪勝一、鯛屋台、１卓、フライシート．食

　　料貯蔵庫（すべて清潔、衛生．整理．整頓．目的に適･ｺた工夫、進歩改善

　　の駕力）

　⑦　工具｛整理、整頓、予入れ、危険防止の措置｝

　⑤　・　所、手洗い（清潔、使用法の適否）

　⑤　野営地内全殺め清掃．聾頓

　＠　全体として．班内の分損と鳴働かうまぐ行なわれているかどうか．

０　痩の点検　　通常．消灯瞳各班の野営地を指導者が見まわる．安全衛生上

　（特に水、火の始末、張り綱の萬合い､チント内の換気の配慮）不備な点があ

　れぱ一応修正措置を縮Ｌでおいて、抽で講評の時に、あるいは班差金塵で池

　意を与える、またその日１日でどれだけ改善、進歩があ･ｺたかを見る．

０　講評　　毎日の制札時に行なｉ．各班の生活状態とその進歩についでのj●

　価を発晨する．欠点を指橘してそれを責めるのではない．良いこと1;1常め、

　わるい点は改善を促かし（時）こはそのヒントを与える）工夫、改善．進歩、

　向上をはげますものとする．

０　日曜儀礼　　常々必要なことであるが、特にこの時を神仏への感謝の念を

　さらに温め､スカウト精神を高める機会とする．自分の信仰に挺･5て礼拝を希

　望する叉カウＨこは、そのための時間と便宜を与えなければならない．全潤

　が同一の宗教を信仰している時でない眼･l、皆が一しょに行なう日曜儀礼を

　特定の宗教、宗蔵の儀式によりて行なりてはならない．この場合は通常、お

　きての朗読、Ｂ－Ｐの言葉の朗読、隊長の講■、感謝の黙祷などを行なう．

０　営火　　訓練プｇグラムの大切な部分である．東Ｌく、面白く、皆の機密

　さを増すものでなくてはならないが、馬鹿さわぎだけのものではない．歌、

　劇、おどり、ゲーム．話が総合された大きな夜話ということができる．窮龍
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には自然を思い神に至る心を萱う夜話である．

①
②

隊カ営火!:して;j1時間が充分な時間である，

営火にはりはC･いが規11;まある，

８．まわり力入達

　　スガット野営がまおllの人達Sﾆ与える印象一良い時もあるし悪い時もある

　･-－を指導者;;1考慮に入れておかねばならない、¥114{やパスの申、停車場その

　池の公jtの場所、通過する町々での規律正しい行動はスカ･^7回申間の評判を良

　くするが．だぶ､ Ｌ ない振舞いやﾉ､1ﾆ迷惑をかける行為jj運動全体に;･1:を境ぼす

　ことになる．

　　野宮地の外ではスカリトは常|ﾆ正しく●:j－を着用していなければな４ない、

　ローパース'ゥリトも指導者ももちろん｢i｣!：ニとである．

　　ひと;二連!5をかけそ･iなこと、抗績の掩になりそ･5なこと;j避ける．喩人の

　所有物は大切:二する．自然を霞らさない．

　　野営をと･jまく人達が．今撞どこのＺカウＦがきても歓迎Ｌでくれるように

　スカウテ４ング;ﾆついて良い印象を･聾して行くのが君遣のつとめである．

　　野霊地の近くにＺめりト隊かあれば、ぜひ連絡をとｰっで招待し合li】蛍火を催

　すことにしたい、昼間ならいろんなゲームもｰ･し２に嘱しむことかできる．

Ⅲ　撤　　　営

１．撤収の前日

　○　支払いを全郎すませる．僧’Jた物晶で用済みのものは返す.

　0　’9!日の交通、輸送の予約をも･5－度種める、

　０　ゴミを晩き捨てる．

　０　便所、ゴミ穴辱は１つだけ残しで纏め腿す、

　０　用済みの雨具、教材を荷遣りする．

　０　炊事莫、食器も最小限度を残して、洗い、荷造りする．

　０　班長金銅で間日の機首の手●と各瑳の分損をよく打合せしておく．

２．当　　　日

　○　予ンＨま充分乾燥ずるまで釧さない．雨が陽llそうだ･ったら、漕れない先

　　にたヽんでしま･5.

　0’撤去、手入れ．荷遣り等の作童単位は次のよ弓なことになる．打合せに挺

　　･って、各班で分撞して片づける．　　　　　　　　　　　＾

　　①　炊事場、食堂のフライ

　　②　炊具、食器

　　③　国旗掲揚柱、首火場

　　《l）會嗜テント（残･以:食料晶はどエかに●るか、もりて帰る.）
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⑤休養テント、指導者用テント

⑤便所（埋めた跨にしるしを残す.）

⑦穴．溝をすべて埋める．まわりの土地をできるだけもとの様に整える．

⑤薪の余ったもの、工作物の分解したものは整理して東ねておく．

⑨各班のテント（蓄れている時は特別の処置が必要である．そのまヽにし

　ておくか、ひろげてどこか室内に乾かす場所を借り、後日撤収する．時間

　がかヽらない近くなら、蓄れたまま持ちかえり、すぐひろげて乾かすのも

　よい.

⑩最後の掃除

　　一番よいのは、全員１列横隊になって野霊地を端から端まで、ゴミを拾

　って進む方法である．一掃海法.指導者は自分の目･でその結果を点検する．

０土地の持主に検分してもらう．

０世話になった近隣の人達で前日挨拶をすませていない所へ挨拶する．

３．最後に

　　荷物の点検、儀数しらべ、運搬分担を再碓・して、帰途につく。

　　残すものは、感謝だけである。

IV　帰ってから

１．指導者はノートを野営中はいつも携行し、改めるべきこと、記録に止めるぺ

　きことその他思いついたことすべてをその時、その場で書き止めておく．帰っ

　てから、このノートを整理し、次の野営の参考とする．

２．記　　　録

　　この野奮の準備が始って以来のすべての往復文書、通知、猷立、プログラム

　等を整理して綴りこむ．各班ｊとにつけた日誌は写真や地図とともに隊の記録

　として保存する．後になる程、この記録は面白く見られるのである．

３．礼　　　状

　　帰宅したらすぐ、世話になりた方々に礼状を書く．

４．野営具の整理・補修・格納

　　野奮具を格納する前に破損した物のうち、自分達で修理できるものは修理し、

　テント、工具等の大破損したものは、それぞれ専門に修理する所に出し、乾燥不

　兜分のものは、ただちに乾燥し、刃物の刃こぼれ、鋸の目つぷれ等もよく談べ

　適当な処置をして、それぞれ温気の無い蒸されない場所に保管しておく．

５．班長金談（反省金）

　　帰宅直後の班集会で、野営期間中に愉快だぅたこと、つらかりたこと、失敗

　したこと､為になったこと等を話合い、それを班長金談に持ち寄って研究し､次

　の野営をさらに完全なものにする足がかりとする．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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「

この野営J,い91は

　“Cam●ing　Standard¨，気l i.j1119)と

　“f】‘ﾀﾞ咄I溥;¨(l卜幻111111:･,カ='･y･ f ンり‘ｊ掲4い

　をもととＬて編叱したものてある

゜ ． ● ．
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